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父の家には住む所がたくさんある 

 

担当司祭 田丸 篤 

イエス様は「わたしの父の家には住む所がたくさん
ある。」(ﾖﾊﾈ 14･2) と言われます。この「父の家には
住む所がたくさんある。」と言われるその場所とはど
のような場所のことでしょうか。それは、私たちがこ
の世を旅立って神様のもとに迎えられるときの場所
を言っておられるかもしれません。でも同時にこの場
所は私たちが亡くなってはじめて行くことができる
場所のことだけでなく、私たちが望むならいつでもい
ることができる場所、イエス様が私たちといっしょに
いてくださる場所があるということも表していると
思います。 

私たちは普段どんなに心が満たされ、平安に包まれ
て、喜びを感じて歩むことを願っているでしょうか。
人間は誰もが生きていくために、やはり安心している
ことができる場所が必要です。同時にただいるだけで
なく、そこにあたたかい交わりがあることも求められ
ます。私は、自分の部屋に笑顔の優しいイエス様の絵
とゲッセマニの園で苦しみながら祈っておられるイ
エス様を天使が力づけている絵、そして十字架に架け
られ御自分を捧げてくださるイエス様の絵を置いて
います。そして何かをする時、いつもそのイエス様の
絵を見ながら作業をしています。そうすると不思議と
イエス様が今、私と共にいてくださって、共に働いて
くださっていることを感じることができます。不思議
なことですが、私はこのような体験が大事だと思いま
す。私は今、多くの方々に自分が持っているイエス様

の絵を差し上げて、皆さんがイエス様の絵を側に置い
てイエス様と対話し、イエス様が今も共にいてくださ
ることを実際に感じる恵みを味わってほしいと願っ
ています。 

イエス様は十字架の死の苦しみを通って復活の命
に入られました。イエス様が復活されたことは、これ
からはずっと私たちと共にいてくださるようになら
れたということを表しています。そして私たちが一番
求めているもの、必要としている居場所を用意してく
ださいます。私たちがイエス様のお姿を直接見ること
ができなくても、イエス様に心を向けることで、イエ
ス様と共に居ることができるようにしてくださいま
す。心を通してイエス様に何でも自分のことを話し、
イエス様との心の交わりを大切にする。それを大切に
していくなら、イエス様は私たちの心に応えてくださ
ると信じます。日々イエス様との親しさ、近さを大事
にしていく人は、小さな出来事であってもそこにたく
さんの恵みと感謝を見つけることができます。 

今いろんな事情で教会に来ることができない方々
がたくさんおられます。そのような方々のためにも祈
りたいと思います。教会に足を運ぶことができなくて
も、いつでもイエス様は共にいてくださることを信じ
て生活していくことができますように。イエス様の思
い、心に今まで以上に触れることができますように。
そしていつかまたこの主の食卓を共に囲むことがで
きますように祈りたいです。 
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神様、司祭を召し出すあなたの愛の招きに、私達の心を開かせてください。8 月にベトナムで司祭叙

階されるフィー助祭の歩む道を、愛の光で照らしてください。また、グェップ神学生、ナン神学生を

はじめ、全ての神学生が神様に守られ、その歩みの中で神様への希望と信頼を深めていくことができ

ますように。 

 

★信徒の声★★ 
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洗礼式を無事迎える事ができ、田丸神父様はじめ、
代母の F 様、また多くの戸塚教会信徒の皆様への感謝
の気持ちで一杯です。 

 私は父方が古くから代々続く神道、母と祖母がカト
リック教徒という家庭で育ちました。生まれた時から、
家には神棚と十字架があり、神社にお参りしたり、教
会やマリア様の前でお祈りする事は、私にとっては普
通の事でした。けれども、最近になって家族の死に
度々向き合うようになった時、自分にとって、神道は
伝統であり、私の中の神様はイエス様ではないかと思

うようになりました。 

 そこで、教会を訪ね、神父様のお話を聞き、お勉強
会で学んで行く内に、小さい頃から目にして来た数多
くの宗教画や、旅行先で訪れた教会、学生の頃に読ん
だ本などイエス様との色々な関わりが思い起こされ
ました。そして、イエス様を信じて生きていきたいと
確信する事ができました。 

 本当に時間が掛かりましたが、イエスな様のご復活
の日に洗礼のお恵みを授けて頂きましたことは大き
な喜びとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受洗者のことば 

一粒会祈りのリレー（５月） 
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復活主日ミサと洗礼・堅信式の様子 

開祭 

祭り

一杯になった大聖

堂の様子 

幼児洗礼 

洗礼 堅信 

ミサ後のお茶と

お菓子のサービ

オス 

4 月 23 日 
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1. 「シャロームの家」への寄付 

4 月 2 日に開催した「聴く会」で講演いただいたご夫妻が主催する NPO 法人「シャロームの家」の
グループホーム移転費用支援の寄付総額は 121,000 円になりました。４月 21 日福祉部員が訪問し
「シャロームの家」へ届けました。信徒の皆様に感謝します。有り難うございます。 

 

２．カリタス石巻ベース向け毛糸 

3 月 25 日から 4 月 9 日まで寄付をお願いした毛糸の帽子（ステラマリス）用の毛糸ダンボール箱２箱
を 4 月 13 日にカリタス石巻ベースに送りました。今年は中和田教会にも協力をい
ただき３箱が発送されました。 

石巻ベース長からの連絡では、早速、編み手の方々に渡し、既に 60 枚の帽子にな
っているそうです。寄付をいただいた 

皆様に感謝します。 

 

３．ステラマリス 毛糸の帽子サークル 

ステラマリスの毛糸の帽子を編むサークルです 

次回は 5 月 31 日、６月２８日 各々 水曜日・13:00～15:00 

 場所：２階集会室で開催です。編み物の経験のない方も、気軽に参加下さい。 

 折り紙も作ります。ご一緒に楽しく作りましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊨福祉部掲示板：５月５日 

 

 

 

 

福祉部からのお知らせ 



5 

教会委員会からのお知らせ  

 

 

 

 

毎月の教会委員会・議事内容について 

＜5月度定例教会委員会（5/14）＞ 

【協議事項】 

 （１) 土地活用検討委員会について（委員長） 

委員長から、現在６名の委員が決まっている状況
が報告され、この６名で委員会を発足させることで
承認。 

検討委員会への諮問内容は、取得土地をどのような
活用が考えられるか活用の案や必要性などについ
て、スケジュールは、来年２月の信徒大会に報告で
きるように進めていただく。規模や費用、実現可能
性などは、次の段階で検討することでよいのではな
いか、との意見が出された。 

（2）地下キッチン冷蔵庫買替えについて（管財部） 

 管財担当から、地下キッチンの冷蔵庫が２カ月ほ
ど前から故障サインが出るようになり冷蔵性能が落
ちてきて 20 年以上使用され、メーカーからは修理不
可との回答の状況説明があり、審議の結果、各部の
教会活動に必要なものなので、買い替えが承認。 

（金額は約３０万円、キッチンスペースが狭く、現
在のサイズと同等で使用用途から冷蔵室の大きいも
のを選定。価格もジャパネットなど様々比較済。） 

（3）教学関係(教学部) 

 ①「その日の福音を味わう集い」の再開につい
て、２０２２年７月まで実施していたが、新しいミ
サ式次第の練習のため中断していたが、また再開し
たい旨説明があり、了承された。  

②堅信準備講座について。堅信式を２０２４年１０
月頃に予定しており、１年前から準備したい旨説明
があり、了承された。 

③２F 会議室の整理について、1 階集会室にある図書
がせっかく良いものがあるにもかかわらず、受付や
事務の人がいるなど利用しづらい状況なので、２階
会議室を整理して書棚を置いて利用しやすくした
い、という説明があった。関連し、管財担当から、2

階廊下は消防法の規定により避難通路として幅確保
が必要なため、書棚は廊下に置けない旨補足説明が
あった。 

 審議の結果、2 階会議室の整理は了承されたが、2

階会議室も会議中が多く入りにくい状況があるの

で、さらに利用しやすい方法を検討する。また、戸
棚などの荷物・備品の整理を各活動部に確認する。 

（4）ミサ時のお知らせについて（典礼部） 

典礼担当から、ミサ後の先唱者が行うお知らせは、
木曜日までに連絡をお願いしたい旨、再確認の要
請。関連し、ミサ後のお知らせについて、ミサに来
られない人への情報提供をメール連絡網で送っては
どうか、との問題提起があり、伝えたい内容やいつ
までに伝えるか、取りまとめを誰がどのようにする
かなど考慮すべき事項が多いため、継続審議。 

［報告事項］ 

【財務部】 

・イースター献金は ￥１８８，４６４でした。 

たくさんの献金をありがとうございました。 

【総務部】 

・4 月 22 日(土)に総務部会を開催。1)今後の総務部
会の進め方について、2)土地活用検討委員会につい
て、3)若い人たちのグループ(中高生会・ジュネス）
再建について話し合った。 

・新たな総務担当が就任されたことの紹介があっ
た。 

【管財部】 

① 教会北側のアスファルト舗装工事が 4/14 に無事
完了。管財部にて仕上がりに問題ないことを確認。 

② 清掃業者による教会建物の床清掃を 5/17(水)・
5/18(木) 9:30～開始。詳細日程は以下のとおり。 

清掃後は床が滑りやすくいので、ご注意ください。 

＜清掃日程＞ 

 5/17(水)･･･3F 司祭館、2F 集会室・廊下、地下～
３F の階段部分（清掃、ワックス） 

 5/18(木) ･･･1F 大聖堂・小聖堂・ロビー(ポリッ
シャ）、地下クリプタ（作業：清掃、ワックス） 

③ マイクの混信問題（音響 G より） 

 4/28(金)の朝ミサ中に教会のマイクにひまわり幼
稚園のマイクの音声が混信。原因は教会マイクの使
用周波数チャンネルがひまわり幼稚園と同じため発
生。対策として、教会周波数チャンネル設定を変更
済。ひまわり幼稚園にはこちらの周波数チャンネル
を伝え、使用周波数変更の場合は連絡をお願い済。 
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【典礼部】 

【報告事項】 

①祈りの会（教学部・典礼部）・・・4/16（日）
11：00～久我神父様のご指導。17 名参加。 

②横浜教区典礼研修会・・・5/7（日）11：15～
13：10（戸塚教会・聖堂）  

 ＊動画視聴（講話 1，2）の後にグループでの分か
ち合い。26 名参加。 

③ロザリオの祈り・・・5/6（土）～5/28（日） *

ミサ 30 分前より開始。 

【今後の予定】 

①祈りの会（教学部・典礼部）・・・5/21（日）
11：00～久我神父様のご指導。 

②ミサ前の祈り： 

6/3、4（三位一体の祭日の祈り）、 

6/10、11、17、18（キリストの聖体の祈り） 

6/24、25（使徒聖ペトロと聖パウロの祭日の祈り） 

③初聖体式：6/11（日）10 時ミサ 対象者：2 名 

④戸塚教会の守護聖人聖ペトロのお祝い 

・・・6/25（日）10 時ミサ 

【教学部】  

 教学部の立ち上げと教学連絡会の再開について 

 教学担当より、2024 年 10 月に予定されている堅
信式に向けて、堅信準備の勉強会を行うので、小学 6

年生から中高生の対象者全員に、1 年前の今年 10 月
を目途に案内を送る予定。また、委員長より、教会
在籍の中高生全員にはがきを送り、5 月 28 日(日)の
ミサ後に中高生の分かち合いを行う予定。 

【福音宣教部】 

6 月のオープンデーは４日（日）12：00～13：30
に開催予定 

 戸塚地区のキリスト教関係諸教会が合同クリスマ
ス会を今年も行う予定で、開催に向けて今後 YMCA
で打ち合わせが行われる。 

【福祉部】 

＊お任せパック「聖書と典礼」配布リストの件：個
人情報・様々なご事情もある為、福祉部で責任を持
って管理させて頂いている旨の説明があった。これ
に関連し、郵送代は従来前委員長に負担いただいて
いたが、活動継続のためには教会が負担すべきでは
との意見が出され、福祉部で改めて検討いただく。 

＊「サーラーの家への品物の寄付」の件：7 月 1 日
～7 月 9 日行う。6 月 17・18 日のミサでお知らせ。
寄付お願い品物が多い為、委員会承認後チラシを作

成し、6 月 17 日より配布。 

＊「福祉部運営チームミーティング」5 月 11 日
（木）に、原宿教会福祉部と中和田教会福祉部をお
招きして、分かち合いを行った。 

【行事親睦部】 

聖ペトロ祝日に聖歌隊と英語ミサグループで聖歌を
歌う予定。 

 

【聖ペトロ使徒座への献金について（財務部）】 

教皇は毎年、世界各地を司牧訪問します。そして、
人々の苦しみや悩みを聞き、やさしい笑顔で力づけ、
数々の援助を与えます。キリストの代理者、教会の最
高牧者である教皇は、祈りと具体的な援助を通して全
世界の人々にいつも寄り添っているのです。この教皇
に心を合わせて、わたしたちも世界中の苦しんでいる
人々のために祈りと献金を捧げます。教皇のこうした
活動のために充てられる聖ペトロ使徒座への献金は、
８世紀ごろイギリスで始まった、大人も子どももいち
ばん小さな通貨の単位である１ペニーを毎年教皇に献
金する運動がもとになって世界中に広まったもので
す。 


